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のであろうか。本稿では、『経営者の役割』出版前後の managementを取り巻く言説を、当時の Harvard 
Business Reviewの掲載論文に見られる傾向とその中の若干の論考における議論、そして英国人ではあ
るが、アメリカ経営学の流れに位置づけられているリンダール・アーウィックによって1933年に上梓
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ている当該分野の雑誌の創刊時期を見ても、The Journal of Business of the University of Chicago 
が1928年、Stanford Business が1932年であり、1897年に経営大学院を開設したカリフォルニア
大学でさえも、California Management Review の創刊は1958年を待たねばならなかった。したが
                                                          
１）藤井一弘「バーナード『経営者の役割』における『マネジメント』」『経営情報研究―摂南大学経営情
報学部論集―』第13巻第２号（2006年２月）。 
２）Barnard, C.I., The Functions of the Executive, Harvard University Press, 1938. 山本安次郎・田杉競・飯野春
樹訳『新訳 経営者の役割』ダイヤモンド社、1968年。 
３）藤井一弘「前掲論文」57ページ。 
４）Harvard Business Review, Vol.XV. No.2(Winter, 1937)～Vol.XVIII. No.1(Autumn, 1939). 
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   A. 経済制度・財政・独禁政策・産業政策  25 
                   内 政府財政関連         ６ 
                     公益企業関連         ５ 
                     独占禁止政策関連       ５ 
                     経済統制・物価統制関連    ４ 
                     産業政策関連         ３ 
                     その他            ２ 
   B. 流通・マーケティング         23 
                   内 小売（対消費者販売）関連   ７ 
                     物流（運輸を含む）関連    ４ 
                     定量的市場分析関連      ３ 
                     個別業界のマーケティング関連 ３ 
                     割賦販売関連         ２ 
                     その他            ４ 
   C. 労使関係               12 
   D. 企業財務               10 
   E. 個別業界研究              6 
   F. 人事・報酬制度             5（内 役員報酬問題関連 ４） 
   G. 金融                  5 
   H. 各国経済事情              4 
   I.  国際貿易                4 
   J.  事業戦略（立地戦略・価格政策を含む）   4 
   K. 経営学方法論              3 
   L. 会計学                 3 
   M. 経営法務                3 
   N. 経営学関連分野文献サーベイ      13 
   O. その他                 7 




  お断りしておきたい。なお、分野の名称も、もとより暫定的なものであり、他の分類もありえよう。 
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５）Brown, Theodore H.,“Science, Statistics, and Business,”HBR, Vol.XVI, No.3, Spring, 1938, pp.281-289. 
６）Houser, J. David,“Methods or Results: Profit Motive or Ego?,”HBR, Vol.XVI, No.3, Spring, 1938, pp.290-298. 
７）Roethlisberger, F.J.,“Social Behavior in Industry,”HBR, Vol.XVI, No.4, Summer, 1938, pp.424-435. 
８）Folts, F.E.,“The Recent Literature of Business Management,”HBR, Vol.XVII, No.1, Autumn, 1938, pp.117-124. 
もっとも、販売管理や銀行経営についての文献紹介は存在する。 
９）報酬制度以外のことがらを扱った1点は、McCormick & Co.の社長であるCharles P. McCormickによる
Multiple Management（New York: Harper & Brothers, 1938）であり、そこでは、飛躍的に技量を向上させ
たマネジメントの工夫とよりそれを発展させ続けている経営者の集団といったことについて述べられ
ているようである（ibid, pp.123-124）。 
10）James J. GillespieによるThe Principles of Rational Industrial Management（New York: Pitman Publishing Corporation, 
1938）とJ.E. WaltersによるModern Management（New York: John Wiley & Sons, Inc., 1937）である。 
11）Folts, F.E., op.cit., p.121. 
12）William B. CornellによるOrganization and Management in Industry and Business（New York: The Ronald 
Press Company, 1936）とKarl D. Fernstrom and othersによるOrganization and Management of a Business 
Enterprise（New York: Harper & Brothers, 1935）。 
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科学の部分は、彼の信念が冷たい推論の光（cold light of reason）に耐えて、明確に解明された
真実の実質的な事実（substantial facts of truth）だけが残ることを要求する。このようなわけで、
                                                          
13）Folts, F.E., op.cit., p.121. 
14）Ibid., p.120. 
15）Brown, T.H., op.cit., p.281. 
16）Ibid., p.281. 
17）Ibid., p.282. 
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18）Ibid., p.282. 
19）Ibid., pp.283-289. 















ている、というものである（Houser, J. D., op.cit., p.290）。 
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にある見解を裏付けようともしている。また、ここでの「データの測定（measurement of his materials）」
という言及からは、統計的手法とのつながりをもうかがうことができる。 
25）Ibid., p.298. 
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ないが――、Management of Tomorrow 29）は、全く取り上げられることがない30）。なぜそうな
                                                          
26）寡聞で遺憾ではあるが、国立情報学研究所のNACSIS Webcat（総合目録データベースWWW検索サー
ビス）で、フリーワード検索してみても、２件にとどまる。１件は、これから取り上げようとする
Management of Tomorrow の第６章の富士製鉄株式会社調査室による翻訳（1951年）であり、もう１件
は、渡邊榮文「アドミニストレーション論の系譜―L.F. アーウィック―」『新千年紀のパラダイム―アド
ミニストレーション―（上）』九州大学出版会、2004年所収、である。 
27）ダニエル・A・レン／佐々木恒男監訳『マネジメント思想の進化』文眞堂、2003年（Wren, D.A., The  










  （『同上訳書』318ページ）といった記述が見られる。 
29）Urwick, L., Management of Tomorrow, J. Nisbet and Co., 1933. ただし、今回、参照したのは、Daniel A. Wren
とSasaki Tsuneoによって編集されたIntellectual Legacy of Management TheoryのSeries 3: Henri Fayol and 

























                                                          
31）構成の詳細は以下の通りである（［ ］内の数字は、開始ページ数）。 
  序言                                    ［7］ 
  第１部 ビジネス・マネジメントへの科学的アプローチ 
   第１章 ビジネスの新旧（The Old and the New in Business）          ［15］ 
   第２章 科学としてのマネジメント（Management as a Science）        ［29］ 
   第３章 マネジメントの研究（Research into Management）           ［47］ 
  第２部 組織 
   第４章 組織の純粋理論（The Pure Theory of Organisation）          ［65］ 
   第５章 複雑な企業の組織（The Organisation of Complex Business Enterprises）  ［81］ 
  第３部 流通 
   第６章 マーケティングの観点（The Marketing Point of View）        ［93］ 
   第７章 製造業者と流通業者（Manufacturer and Distributor）        ［113］ 
   第８章 流通の合理化（The Rationalisation of Distribution）        ［131］ 
  第４部 マネジメントのための訓練 
   第９章 職長と監督の教育と訓練 
        （The Education and Training of Foreman and Supervisors）     ［151］ 
   第10章 管理者の教育（The Education of the Administrator）        ［173］ 
   第11章 管理者の訓練（The Training of the Administrator）         ［191］ 
   第12章 結論                             ［205］ 
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  ４ 結ぶにあたって 
 

































                                                          
36）W.B.ウォルフ／飯野春樹訳『経営者のこころ―チェスター・バーナードとの対話―』文眞堂、1978年、 
  21ページ。 
37）最近の目立つ事例だけあげておこう。「こうしたバーナードの答えに、誰も素直に受け入れることは
できないであろう。同じ時期に、同じ舞台で生まれた人間関係論とバーナード理論である」。吉原正彦
『経営学の新紀元を拓いた思想家たち―1930年代のハーバードを舞台に―』文眞堂、2006年、276ペー
ジ。この引用部分を含む第９章「チェスター・I. バーナードと経営大学院」は、１つの章全体が、こ
の疑問をめぐる考察である。 
38）『同上書』第９章、特に第７・８節（315-324ページ）。 
39）『同上書』323ページ。 
40）『同上書』323ページ。 
41）バーナードが自身の理論をどのように構築したかについては、たとえば、庭本佳和『バーナード経営
学の展開―意味と生命を求めて―』文眞堂、2005年の第２部「バーナードの方法」、特に、その第４章
「近代科学知を超えて―バーナードの方法―」を参照せよ。 
